








                                             
   
 
 
   氏名            後藤秀俊  
 
   学位の種類          博 士（農学） 
 
   学位記番号          博 甲 第  8143  号 
 
   学位授与年月日      平成 29年 3月 24日 
 
   学位授与の要件      学位規則第４条第１項該当 
 
   審査研究科      生命環境科学研究科 
 
   学位論文題目  




  主査            筑波大学教授         農学博士    大澤 良 
 
  副査       筑波大学教授         農学博士    戒能洋一 
 
  副査       筑波大学助教          博士(農学)   吉岡洋輔 
 
  副査       筑波大学准教授（連係大学院） 博士(農学)     田中淳一 
 
 

















































審    査   の   要   旨 
 本学位論文は、日本に多量に輸入されている遺伝子組換えダイズの生物多様性影響評価手法の改良の提
言を目的として、環境リスク評価で定めた評価エンドポイントに影響を及ぼす輸入ダイズの環境への暴露量
と野生植物への交雑・遺伝子浸透というハザードの２つの要因を明確にし、コモディティ利用においては遺
伝子組換えダイズの環境リスクは非遺伝子組換えダイズと同等であると結論したものである。近年、「問題の
定式化」に沿った遺伝子組換え作物の環境リスク評価の手法は世界標準となっているものの、具体的データ
を積み上げて新たな評価手法の提言を行っている例は極めて少なく、今後の遺伝子組換え作物の環境リスク
評価の考え方に大きな影響を与える成果として、育種学および規制科学の成果として高く評価できる。 
 
平成29年1月24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
